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口
口口

け

宿

る

於

け

は

が

き

近
世
農
村
史
の
研
究
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
近
世
農
村
の
姿
が
徐
々

に
鮮
明
に
画
き
出
さ
れ
て
来
た
。
同
時
に
不
鮮
明
な
面
も
は
っ
き
り
と
浮
彫

り
さ
れ
て
来
た
。
助
郷
制
度
も
不
鮮
明
な
雲
に
隠
れ
て
姿
を
現
わ
さ
な
い
方

の
一
つ
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
農
民
の
社
会
経
済
生
活
は
、
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
如
く
封
建

制
の
最
底
辺
に
各
種
の
過
重
な
負
担
を
担
わ
さ
れ
て
哨
い
で
い
た
の
が
そ
の

実
状
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
過
重
な
農
民
の
負
担
は
、
農
民
を
困
窮
に
陥
ら

せ
る
だ
け
で
な
く
、
農
村
を
疲
弊
さ
せ
て
そ
の
分
解
を
招
来
し
、
ひ
い
て
は

幕
藩
体
制
を
瓦
解
の
方
向
へ
傾
斜
せ
し
め
て
行
っ
た
大
き
な
要
因
と
も
な
る

の
で
あ
る
。

助
郷
制
度
も
農
民
に
と
っ
て
は
過
重
な
負
担
の
一
つ
で
あ
る
。

他
面
交
通
史
の
面
か
ら
見
る
と
、
助
郷
村
は
各
宿
駅
に
付
属
し
て
全
国
的

に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
近
世
交
通
の
重
要
な
担
手
で
も
あ
っ
た
。

従
っ
て
助
郷
制
度
の
解
明
は
宿
駅
制
度
の
解
明
を
助
け
、
近
世
交
通
史
の

把
握
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
特
に
品
川
宿
の
助
郷
に
つ
い

し

品
川
宿
に
於
け
る
助
郷
謀
役
ハ
安
斎
）

助

郷

課

役

安

手口

寿

斎

て
そ
の
－課
役
負
担
の
実
態
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
数
的
に

把
握
し
て
見
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
品
川
宿
の
助
郷
制
度

（

1
V
定

助

郷

品
川
宿
が
伝
馬
を
出
し
て
駅
伝
に
従
事
し
て
い
た
の
は
天
正
年
聞
か
ら
で

あ
っ
た
が
、
慶
長
六
年
正
月
か
ら
は
東
海
道
五
十
三
次
の
一
宿
と
し
て
川
崎

と
江
戸
へ
の
継
立
を
行
な
う
こ
と
と
な
っ
た
。

当
初
は
伝
馬
用
と
し
て
馬
三
十
六
匹
を
常
備
し
て
い
た
が
（
1
）
次
第
に
交

通
量
も
増
加
す
る
と
三
十
六
匹
で
は
捌
き
き
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
六
十

四
匹
を
追
加
し
て
百
匹
を
も
っ
て
そ
の
掌
に
当
る
こ
と
と
な
っ
た
。
人
足
百

人
も
合
わ
せ
て
常
備
し
た
。
こ
れ
が
所
謂
百
人
、
百
匹
の
制
で
あ
る
。
中
山

道
は
五
十
人
、

五
十
匹
、
そ
の
他
は
二
十
五
人
、
二
十
五
匹
で
あ
る
。

そ
の
後
参
劫
交
代
の
制
度
が
確
立
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て

一
般
の
交
通
や

公
川
の
貨
客
も
増
加
す
る
と
、
宿
常
備
人
馬
の
み
で
は
不
足
と
な
り
近
隣
の

村
々
に
命
じ
て
不
足
を
補
い
、
そ
の
都
度
切
り
ぬ
け
て
い
た
が
、
や
が
て
近

七
七
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法
政
史
学

第
一
七
号

隣
か
ら
の
人
馬
の
補
給
を
制
度
化
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
元
禄
七
年
（
一
六

九
四
）
各
宿
毎
に
助
郷
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
2
）
。
そ
の
時
の
品
川

宿
に
於
け
る
助
郷
村
数
は
定
助
十
六
、
大
助
三
十
八
ケ
村
計
五
四
ケ
村
で
あ

っ
た
。
天
保
十
二
年
十
二
月
の
「
助
郷
勤
高
並
御
免
除
浦
々
書
上
帳
」
南
品

川
猟
師
町
の
一
項
に

「
・
・
前
略
、
元
禄
七
戊
年
、
品
川
宿
定
助
拾
ケ
村
、
大
助
三
拾
八
ケ
村
被

仰
付
候
節
、
猟
師
町
之
儀
者
南
品
川
宿
高
内
之
儀
ニ
付
、
助
郷
者
勿
論
、

御
伝
馬
宿
諸
役
、
御
免
除
一
一
相
成
申
候
」
（
3
）
と
あ
る
。

定
助
郷
と
は
宿
駅
常
備
人
馬
の
不
足
の
際
、
そ
の
補
助
と
し
て
何
時
で
も

人
馬
謀
役
を
勤
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
村
で
、
大
助
は
大
通
行
な
ど
で
定
助

郷
で
も
尚
不
足
の
場
合
の
み
臨
時
に
謀
役
負
担
を
す
る
村
の
事
で
あ
る
。
後

述
す
る
加
助
郷
と
同
様
の
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

其
の
後
交
通
量
の
増
加
に
伴
い
大
助
郷
は
定
助
郷
に
組
入
れ
ら
れ
、
大

助
郷
の
名
目
は
廃
止
さ
れ
定
助
郷
同
様
の
負
担
を
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た（
4
u
o

助
郷
村
の
負
担
は
助
郷
高
に
よ
っ
て
割
当
て
ら
れ
る
。
助
郷
高
は
村
高
を

基
準
と
し
て
負
担
能
力
其
の
他
を
軒
酌
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
助
郷
村
と

と
も
に
助
郷
帳
に
記
入
さ
れ
て
下
附
さ
れ
た
（
5
〉。

次
に
助
郷
村
、
村
一
品
、
助
郷
高
、
宿
ま
で
の
距
離
を
温
古
見
開
業
纂
ハ
6
〉

に
よ
っ
て
示
す
と
。

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

七
八

表 1
定助郷村一

（単位石〉

i道野下 下白 今下鵜 久提茨椛下女東西北居下上谷桐戸 l村

! 渋豊 丸嶺ケ 大 大 大 木大大ケ ！

｜塚 崎谷 沢金里子木 原方中谷袋塚森森森橋！崎 崎山谷越！名 1

一一一三三二 三 八 三 二五三 一 六四二三四 一 ゴ 九 1ル i村 l

九六一四 四三 四 三 ＿：；：. 0 七六九 O 九 一四三一 二 一六ー｜ 古
i O 九 四三三一六 四五 一 四 二九二一 七 0 0 二 三 O 七一 （同 l

I 一三 三 二 三 八 二 二五三一六 六回二三四 一 三 九 1 助 l

i九 三二 三四二二 三三六 七六九 O 九一一四三一 二 O 六 ー i郷
。 六三九 O 七八四四 三 四二九二二七 0 Q 0 二九八 O 七 l高 ！

！差！
！ 三九 一 三 過 I ｜引 i
i Q 三 一四三 四八 0 一 八 0 Q 9  0 一 七 C Q 0 間 二 七四 ！

ー！？！i二一一一一 一二 三二一一二一一里一旦一一 二二 二二 0 1で
JH_ 旦 里八 W. 里里 余九 八 0 0 四五 町 ｜の l

！ 里半半 ~r，里町 旦盟里半余里半 豆半里町 里町 l目J 町町 iHJ 余 1 距
！離

「万二芥一一～一一 一一一一一←一一 一五有 一 l
！備 ：

加ごに し高
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右
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市上下碑小中馬馬二下上新大不今竜桜麻金上白上中中）
込日 布 I 

相五此蛇井入 北高金豊豊渋！
ケ日 日 ! 

倉 部部谷山延込谷市窪窪宿井斗井土田窪杉輪台沢沢谷 i
一一八二二四五 二一四宗五 一 一二；
六五四六六八一 六 九 七 八 五 三 六 六 二 六 三六八九二二 O : 
二三六五九六七 七 四 五 五 八 四 九 五 五 四 五 0 一八九 O 八｜
一一八二二三五 二一四宗五 一 一！
六三三二六一一六九七八五三六五二六三五七九三一八 1

二八九五九一八七四五五八四九五五四一八九八二九 O
一過 過 一

一四七
O 五七 0 0 五一 0 0 0 0 0 0 0 0 0  0 四二二 O 三一八

の沼沼文

品
川
宿
に
於
け
る
助
郷
課
役
（
安
斎
）

一
旦
二
五
町

二
旦
ド
ド

二
旦
半
一

一
八
町

一二

O
町
一

一

里

一

一
里
六
町
一

一
里
半
一

一
里
半
一

一
旦
二

O
町
一

一
二
二
町
一

一
八
町
余
一

一

旦

一

一
七
町
一

三

O
町
一

一
町
一

一
旦
五
町
一

里
一

C
町
一

一

旦

一

里

一

里

一

二

里

一

二
里
四
町
一

一
里
四
町
一

一
旦
余
一

一

道

橋

二

五

O
一
一
五

C

C

一

一

里

半

雪

谷

一

五

四

五

一

五

四

四

一

一

一

豆

半

一

石

村

一

t
四
一
七
四

C
一

一

豆

半

一

奥

沢

一

一

九

五

一

五

五

の

一

一

一

旦

一

半

一

新

旧

一

四

O
七
一
四

O
O

七

一

二

塁

余

一

一
深
沢
一
四
四
六
一
四
四
六

C
一
二
旦
半
余
一

一

下

輪

二

七

二

一

一

七

一

二

一

五

町

一

つ

一

旧

一

二

四

四

一

二

三

九

五

一

一

旦

一

六

九

一

六

一

八

一

一

回

一

一

飯

倉

一

七

四

十

七

回

O
一

一

旦

一

麻

布

一

一

一

五

七

一

一

一

一

九

八

一

一

（
温
古
見
聞
葉
纂
に
よ
り
作
成
）

O
村

高

合

計

一

八

O
一
九
一
斗
八
升
四
合
一
勺
九

o
t

。

全

町

村

数

六

O
ケ
町
村

O
助
郷
高
合
計
一
七
四
一
四
右
四
斗
五
升

※
表
に
は
石
未
満
を
切
り
捨
て
て
記
入
し
た
の
で
差
引

O
が
多
い
が
実
際

に
は
村
高
、
助
郷
高
同
一
の
村
は
新
井
宿
村
と
奥
沢
村
の
二
ケ
村
の
み

で
あ
る
。

※
村
高
、
助
郷
高
の
合
計
は
正
確
に
出
し
た
も
の
で
表
の
合
計
と
は
一
致

し
な
い
。

助
郷
村
は
元
禄
七
年
に
正
式
に
設
置
さ
れ
て
か
ら
も
度
々
組
替
え
が
行
な

わ
れ
、
町
村
数
も
助
郷
勤
高
も
必
ず
し
も
一
定
は
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
江

戸
時
代
を
通
じ
ほ
ぼ
六

O
ヶ
町
村
前
後
で
勤
高
も
一
七
六

O
O石
前
後
で
あ

っ
た
。

川ケ々r"'J 
ー仁い

J乙

七
九
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法
政
史
学

第

一
七
号

（

2
）

加

助

郷

幕
末
に
及
ぶ
に
つ
れ
交
通
量
は
益
々
増
加
し
宿
及
び
助
郷
の
負
担
も
年
を

追

っ
て
多
く
な

っ
た
。
特
に
大
通
行
の
際
は
到
底
負
担
し
き
れ
な
く
な
り
、

新
た
な
助
郷
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
が
加
助
郷
で
あ
る
。

従
っ
て
加
助
郷
は
定
助
郷
と
異
な
り
、
大
通
行

等
で
宿
及
び
定
助
郷
の
み
で
は
不
足
し
た
場
合
臨
時
に
召
集
さ
れ
る
も
の

で
、
品
川
宿
で
は
既
に
享
保
十
六
年
に
二
一
ケ
村
が
指
定
さ
れ
て
い
た
が
、

其
の
後
組
替
え
が
あ
り
、
一
九
ケ
村
に
な
っ
た
。

次
に
前
掲
温
古
見
聞
葉
纂
に
基
づ
い
て
加
助
郷
の
村
及
び
村
高
、
幼
郷
高

を
記
す
と

2 
郷一覧

（温古見聞葉纂により作成）

豊 上 I I 
1 上下末久 野 上 宮 穏原 市！村 l島り r I 

郡 知 、 I ! i作 作 l~ 谷 兵 ！ ! 下 下 7,, : i 
： 延延長本崎~~於谷増田店 街！名｜

合 合 1一一j

三二二 九兵 ！村｜
二回 二 八九 五一 凶二 六 l
九五五石石七石三二石石一石 ！ i 

1 九 O 四 八八 七 六 五 三 五 五 一 九 i高 i
i石石石斗斗石 斗 石石斗斗石斗 ？ ！ 

l戸 三 言二 二 七二 三二九 二 － i思l
i九五四八三七五五三四二一六竺 ！
i石石石石 石石 石石石石石石 石 。同 ；
i 一 二 呉ー i i 

1 差 ！. Ji 二右 O
10 五八八 O 五五 九！ i 

；石石 O 斗三_f: 9 石 0 0 斗斗 O 斗 i引 l
．：匝7占！

三三 三三一 一一 二 二 二二 一三 1 ま1

旦旦 H~ 旦 m m. 旦 O J でi
半 半 半 E豆半半 半 m. 旦 ｝;rt FR 半日！J ［離の！

表
助カ日

八
0 

｜下 久北諏梶馬 l

；菅 見空ヶ
i 判j

！生地 方 原谷 衣

i 一 四 1

1 八九 i
｜三 二二一二七 ！
！三 石 五二三石 ！
｜三七八四六六！
？石斗 石石 里 斗
三 一一 二 四

I 三 八 二六三 九
！三 一九二六六
i右 右石 石石 右 l

I 玉三六 五j
七九二 六 1

: 0 斗石石 O 斗 ：

ハ二 三 三ニ 四
旦呈 里

里余余里里半 l

村

数

一

九

ケ

村

村
高
コ
一
千
七
百
五
十
八
石
四
斗

助
郷
高
三
千
三
十
九
石

※
前
掲
同
様
斗
未
満
は
切
り
捨
て
た
。
従
っ
て
下
渋
谷
村
梶
ケ
谷
村
以
外

で
差
引
き
O
に
な
っ
た
村
は
切
り
捨
て
に
よ

っ
て
生
じ
た
も

の
で

あ

る
ロ

助
郷
負
担
は
加
助
郷
の
み
に
と
ど
ま
ら
、
す
新
た
な
名
目
に
よ
っ
て
、
史
に

そ
の
範
聞
は
広
ま
っ
て
い
く
。
即
ち
増
助
郷
当
分
助
郷
が
そ
れ
で
あ
る
が
紙

面
の
都
合
上
省
略
す
る
。

合
計

二
、
宿
と
助
郷
の
負
担
関
係

（

1
〉

定

囲

制

助
郷
は
本
来
は
宿
人
馬
の
不
足
を
補
う
も
の
と
し
て
設
け
ら
れ
た
宿
駅
継

立
て
の
補
助
機
関
で
あ
る
。
そ
れ
が
時
代
と
と
も
に
継
立
て
の
主
体
が
、
円

か
ら
助
郷
へ
移
行
し
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
は
両
者
の
関
係
を
負
担
の
面
か
ら

眺
め
て
見
る
。

析
が
叫
郷
人
馬
を
使
用
出
来
る
の
は
、

宿
に
常
備
し
て
あ
る
丙
人
、
百
匹

を
使
い
切
っ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
原
則
は
必
ず
し
も
守
ら
れ
て
は

Hosei University Repository



い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
丙
者
に
紛
争
が
起
き
た
り
、
議
定
書
を
取
り

交
わ
し
た
り
し
て
お
互
の
利
益
を
守
ろ
う
と
し
た
。
幕
末
に
到
る
と
宿
側
も

困
窮
に
落
ち
入
り
百
人
百
匹
を
常
備
す
る
こ
と
な
く
不
足
分
は
助
郷
へ
触
当

て
る
風
が
起
き
て
来
た
。
助
郷
側
も
官
側
の
不
正
を
再
三
に
わ
た
っ
て
訴
え

出
た
の
で
、
奉
行
所
で
は
宿
側
に
対
し
て
そ
れ
を
強
く
戒
め
、
助
郷
村
か
ら

も
惣
代
を
問
屋
場
へ
立
合
い
市
側
で
は
日
〆
帳
を
作
成
し
日
々
先
触
の
人

数
、
姓
名
等
々
を
記
入
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
次
は
そ
の
触
書
で
あ
る
。

宿
々
日
〆
帳
人
馬
継
立
方
等
之
触
書

宿
々
人
馬
遣
い
方
之
儀
者
、
可
成
宿
人
馬
一
一而
継
立
、
不
足
之
分
助
郷
村

々
へ
可
触
当
筈
之
処
、
近
来
宿
々
J
助
郷
村
々
、江
、
多
分
余
慶
之
馬
触
当

候
儀
と
相
問
、
助
郷
村
々
難
儀
之
段
、
毎
度
及
出
訴
免
除
亦
者
休
年
等
願

出
候
村
々
数
多
有
之
、
皐
党
宿
場
取
斗
方
不
宜
故
、
右
体
之
師
、
有
之
儀
と

相
問
、
宿
役
人
共
一
同
不
埠
之
至
一
一
候
。
都
而
於
宿
々
御
定
人
馬
百
人
百

匹
不
持
揃
宿
々
茂
有
之
故
之
事
と
相
聞
候
。
先
年
吟
味
之
上
、
以
来
人

馬
数
不
相
減
諸
願
等
申
立
間
敷
旨
巾
渡
、
馬
買
料
人
足
指
金
申
付
候
処
、

右
之
趣
令
忘
却
候
之
段
不
坪

ニ
一候
。
依
之
以
来
者
、
不
時
ニ
宿
々
日
〆
帳

取
上
相
改
、
不
相
当
之
過
人
馬
相
見
え
候
ハ
パ
、
大
名
並
在
番
之
面
々
、

或
者
御
用
ニ
市
往
来
之
輩
J
、
先
触
書
付
取
之
日
〆
帳
江
引
合
令
吟
味
、

大
名
並
在
番
或
者
御
用
ニ
而
往
来
之
諸
役
人
次
倍
臣
た
り
共
、
先
触
有
之

分
、
誰
先
触
、
人
足
何
人
、
馬
何
匹
と
相
記
、
勿
論
右
人
馬
割
之
役
人
性

名
と
も

ニ
委
細

－
一
日
〆
帳
江
書
記
可
申
候
。
且
助
郷
村
，C
も
惣
代
之
者
、

弐
三
人
、
問
屋
場
江
為
立
合
、
日
〆
帳
へ
賃
銭
詰
払
之
儀
相
認
、
問
屋
、

年
寄
、
右
惣
代
之
者
印
形
調
候
様
ニ
可
致
供
。
尤
右
先
触
－
一
付
而
助
郷
村

々
江
人
馬
触
当
候
節
者
、
銘
々
先
触
之
写
相
廻
人
馬
触
当
可
申
候
。
勿
論

品
川
宿
に
於
け
る
助
郷
謀
役
ハ
安
斎
ゾ

助
郷
村
々
よ
り
も
遅
参
、
不
参
不
致
人
数
も
合
候
た
め
、
老
人
、
若
輩
之

不
用
立
も
の
不
差
出
宿
場
よ
り
触
出
候
通
り
人
馬
無
相
違
差
出
、
惣
代

之
者
弐
三
人
問
屋
場
へ
立
合
、
日
〆
帳
へ
印
形
調
侯
様
ニ
助
郷
村
々
江
茂

相
触
候
問
、
柳
以
右
之
趣
不
致
違
失
正
路
二
宿
役
可
相
勤
候
。
且
又
前
々

よ
り
無
賃
之
人
馬
者
助
郷
江
者
不
触
当
宿
人
馬
一
一
而
継
立
可
中
筈
之
処
、

是
文
近
来
者
無
賃
之
人
馬
助
郷
へ
触
当
、
賃
人
馬
者
宿
方
一
一
而
継
立
候
趣

相
関
不
時
至
極
ニ
候
。
向
後
無
賃
之
人
馬
決
而
助
郷
へ
不
触
当
、
宿
人
馬

－
一
而
継
立
可
申
候
。
勿
論
無
賃
之
人
馬
助
郷
へ
触
当
候
敗
、
亦
者
格
別
余

慶
之
人
馬
相
触
候
ハ
パ
、
早
速
道
中
奉
行
江
可
訴
出
旨
、
是
又
助
郷
村
々

江
相
触
候
問
、
其
趣
を
存
急
度
厳
重
一
一
可
取
斗
候
。

一
、
宿
場
類
焼
致
候
者
、
宿
人
馬
不
差
出
、
不
残
助
郷
村
々
へ
斗
触
当

候
宿
々
茂
有
之
趣
－
一
相
聞
、
甚
以
不
埠
之
至
一
一
候
。
尤
宿
助
郷
相
対
之
上

類
焼
へ
両
日
之
内
頼
合
、
追
而
仕
理
遣
候
と
申
筋
－
一
者
無
之
相
聞
上
者
、

是
又
不
坪
之
仕
形
ニ
候
。

仮
令
類
焼
と
て
も
人
馬
ハ
有
之
儀
殊
－
一
御
料
所
之
分
者
火
事
拝
借
も
申

付
、
私
領
儀
者
領
主
、
地
J
相
応
之
手
当
も
可
有
之
儀
ニ
候
者
、
令
類
焼

家
作
い
た
し
候
内
、
助
郷
人
馬
斗
－
一
而
継
立
候
儀
者
有
之
間
敷
事
－
一
候
。

殊
に
内
々
志
不
宜
取
や
り
も
有
之
趣
相
問
、
甚
以
不
坪
之
至
ニ
候
。
以
来

右
体
之
儀
於
有
之
者
、
急
度
可
相
答
其
旨
可
相
心
得
候
。

右
之
趣
急
度
可
相
守
候
。
若
柳
於
相
背
志
可
為
曲
事
者
也
。

宝
暦
八
年
寅
六
月
十
六
日

下

野

御

印

虫

後

御

印
東
海
道
品
川
宿
J
守
口
宿
迄

／＼、
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法
政
史
学

第
一
七
号

但
佐
屋
路
共

右
宿

問々
屋

年
寄
（
7
）

し
か
し
宿
側
の
困
窮
も
年
を
追
っ
て
増
し
て
〈
る
と
、
先
触
の
な
い
不
時

の
往
来
に
備
え
る
と
言
う
名
目
の
も
と
に
、
定
問
制
を
正
式
な
制
度
と
し
て

認
め
て
も
ら
う
事
の
運
動
を
行
な
っ
た
。
品
川
宿
で
は
安
永
四
年
三
十
人
、

二
十
匹
の
定
囲
制
の
認
可
を
願
出
て
い
る
（
8
）
そ
の
後
も
再
三
に
わ
た
っ
て

運
動
を
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
、
天
明
三
年
に
は
遂
に
許
可
に
な
っ
た
。
駅
逓

志
稿
天
明
三
年
の
条
に
、

「
是
年
東
海
道
品
川
駅
吏
上
書
し
て
目
、
東
海
道
各
駅
常
備
人
馬
百
人
百

匹
中
日
日
三
十
人
、
二
十
匹
ヲ
出
し
其
中
公
用
逓
伝
の
為
二
五
人
五
匹
ヲ

除
置
シ
又
二
十
五
人
一
五
匹
ヲ
以
テ
不
時
往
還
ノ
用
ト
為
シ
以
上
三
十

人
、
二
十
匹
ノ
準
備
ヲ
除
キ
、
其
残
余
七
十
人
、

八
十
匹
ヲ
以
テ
平
時
行

人
ノ
逓
伝
ヲ
為
サ
ン
乃
之
ヲ
充
ス
時
俗
之
ヲ
七
八
遣
ト
云
（
9
）」

と
あ
っ
て
定
囲
制
の
確
立
を
物
語
っ
て
い
る
。
尚
こ
れ
を
裏
づ
け
る
も
の
と

し
て
天
明
三
年
の
請
書
が
あ
る
白
）
。

定
囲
制
は
宿
側
に
対
す
る
助
成
策
で
あ
る
。
百
人
、
百
匹
の
制
は
く
ず
れ

実
質
上
は
九
五
人
、
九
五
匹
と
な
り
三
十
人
、
二
十
匹
す
ら
「
勝
手
次
第
囲

置
」
と
す
れ
ば
、
宿
側
の
負
担
は
七
十
人
、
八
十
匹
だ
け
と
な
り
、
残
り
全

部
は
助
郷
負
担
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
定
聞
の
制
は
、
そ
の
ま
ま
伝
馬
制

廃
止
時
ま
で
変
更
さ
れ
る
こ
と
な
く
引
継
が
れ
て
い
く
が
、
実
質
的
に
は
こ

の
三
十
人
、
二
十
匹
の
定
聞
も
存
在
し
な
く
な
る
の
が
幕
末
の
現
状
で
あ

る
。
例
え
ば

八

「
前
略
右
四
人
馬
之
儀
は
、
格
別
之
御
用
御
手
当
之
儀
故
、
宿
々
一
同

日
日
右
人
馬
遺
ひ
不
申
囲
置
候
儀

一
一
付
、
日
々
御
不
用
に
相
成
候
ハ
パ
是

全
御
諮
之
御
時
節
－
一
付
、
宿
方
御
救
と
被
相
成
候
、
併
問
被
仰
什
置
候
御

用
之
節
ハ
柳
御
差
支
相
成
候
儀
に
て
ハ
無
之
儀
ハ
街
々
一
向
、
兼
而
ヨ
リ

其
心
得
ハ
可
有
之
儀
一
一
御
座
候
、
此
段
乍
恐
深
思
召
被
為
有
之
候
、
後

略
（
臼
〉
」

と
言
う
こ
と
を
話
し
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
れ
の
宿
に
於
て
も
三
十
人、

二
十
匹
を
「
不
申
聞
置
」
こ
と
は
公
然
の
秘
密
と
な
っ
て
そ
の
数
は
そ
の
ま

ま
助
郷
へ
負
担
転
嫁
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（

2
）

負

担

率

人
馬
継
立
の
年
間
総
量
に
つ
い
て
宿
、
助
郷
聞
の
負
担
の
割
合
を
眺
め
て

見
る
と
次
の
如
く
な
る
。

人
足
勤
年
間
総
数
と
宿
勤
と
助
郷
勤
の
割
合

3

一十

配
下
引一

F
L
E幻
一拍矧一

表

一
文
政
二
年
一
六
二
七
O
四
一
ニ
九四七
O

三
一
二
三
四
さ
一
・九

三
一・
二

一
文
久
元
年
一

七
四八二六五

一

一二
五
七
五
六
二
二
五
一
丘
一
六
・八

八

三
二
一一

一
慶
応
元
同

「

一
一三

県
一

四一
2
0一
二三
五

三

（

一

八四・
四一

馬
役
勤
年
間
総
数
と
宿
勤
と
助
郷
勤
の
割
合

4
一
年

度

一

総

数

一
吉
勤
数

一U
郷
功
数
一
宿
勤
一
助
郷
勤

一

一

一
f

E

E

一
百
分
率

一
百
分
率

表

一
文
政
二
年
一
一
五
五
八一
一一一

一五一四五
一
四
一
二
八
一

九七・
一一
一
一
人

一
文

久

元

年

一

八
三四一二一

六
八
一
三
一
五
三

八

了
九
一
八
・
一

幅

四

一川

巴

ー

四

coz
－－一一一喜
一

九一一二九
一

七一一三

一一
三
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※
文
政
二
年
、
慶
応
元
年
と
も
「
道
中
御
掛
役
人
へ
の
報
止
こ
を
も
と
に

し
、
文
久
元
年
は
「
和
宮
様
御
下
向
御
用
並
諸
住
還
共
人
馬
立
高
書
上

帳
」
を
も
と
に
し
て
作
成
し
た
。

※
馬
役
文
政
二
年
の
馬
総
数
に
は
こ
の
外
稼
馬
数
六
千
八
百
十
六
が
あ
る

が
こ
れ
は
金
銭
に
よ
る
負
担
で
宿
、
助
郷
の
何
れ
に
入
れ
る
べ
き
か
説

明
が
な
い
の
で
省
い
た
。

※
百
分
率
は
小
数
点
以
下
二
位
で
四
捨
五
入
し
た
。

人
足
勤
数
は
文
政
年
聞
か
ら
文
久
年
間
に
か
け
て
急
激
に
増
加
し
て
い

る
。
助
郷
の
百
分
率
も
そ
の
数
は
逆
転
し
八
三
%
以
上
の
高
率
を
示
し
て
い

る。
こ
れ
だ
け
の
数
字
か
ら
の
み
で
速
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
幕
末
に

於
け
る
継
立
て
の
急
増
傾
向
は
一
般
的
な
も
の
で
あ
り
、
宿
駅
の
人
馬
不
足

を
補
う
，
も
の
と
し
て
制
定
さ
れ
た
助
郷
は
、
最
早
、
数
の
上
か
ら
は
そ
の
主

体
が
八
三
%
以
上
と
言
う
助
郷
側
へ
移
動
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
意
味
で

は
助
郷
制
度
の
質
的
変
化
が
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
も
出
来
よ
う
。

馬
役
は
人
足
に
比
較
し
て
助
郷
側
の
負
担
率
は
低
い
、
こ
の
点
沓
掛
宿
等

と
（
ロ
）
異
な
る
。
馬
総
数
の
増
加
率
も
、
人
足
の
四
倍
強
に
比
較
す
れ
ば
、

二
倍
に
満
た
な
い
。
異
っ
た
角
度
か
ら
の
検
討
が
必
要
に
思
わ
れ
る
。

三
、
助
郷
村
の
課
役
負
担

次
に
武
州
荏
原
郡
下
丸
子
村
に
つ
い
て
そ
の
負
担
状
況
を
眺
め
て
見
る
。

同
村
は
多
摩
川
に
沿
っ
た
村
で
、
鎌
倉
時
代
は
丸
子
荘
と
言
っ
た
。
治
承
四

年
十
一
月
十
日
源
頼
朝
が
こ
の
荘
園
を
葛
西
清
重
に
与
え
清
巨
の
子
孫
が
こ

の
荘
長
と
な
っ
て
い
た
（
臼
）

O

そ
の
後
多
摩
川
の
流
れ
の
移
動
に
よ
っ
て
、
上
丸
子
、
中
丸
子
、
下
丸
子

品
川
宿
に
於
け
る
助
郷
謀
役
（
安
斎
）

に
分
か
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

上
丸
子
、
中
丸
子
は
神
奈
川
県
に
属
し
下
丸
子
は
東
京
都
大
田
区
に
あ
る
。

江
戸
時
代
は
幕
府
の
直
轄
地
と
し
て
幕
末
ま
で
続
い
た
（
M
V
O

名
主
は
隔
年
勤
で
、
一
名
は
平
川
氏
で
他
は
幾
人
か
が
交
代
で
勤
め
て
い

た
。
従
っ
て
代
々
続
い
た
名
主
は
平
川
氏
の
み
で
こ
の
村
に
於
け
る
平
川
氏

の
支
配
力
は
大
き
か
っ
た
（
日
）
。

こ
の
村
の
戸
口
の
変
遷
を
「
宗
門
人
別
改
帳
」
（
日
）
で
見
る
と
次
の
表
5
の

通
り
で
あ
る
。

※
空
欄
は
人
別
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
。

武
州
荘
原
郡
下
丸
子
村
戸
口
の
変
遷

表
5 
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O
A
4
A
F
h
d

8
8
9
9
0
0
0
0 

1
1
1
1
2
2
2
2 

9
d
q
δ

ハ
リ

F

h

d

1
ム
唱
i
1
i
1
i

6
6
8
7
9
9
9
9 

つd
Q
U
Q
d
Q
U
Q
d
Q
U
Q
U

つd

2 

3 

？ 

4 

2 

q
L
T
i

’i

’i 

d
哩つ
d
Q
U
d
ι
τ

つ
ま
り
寛
文
十
一
年
（
二
ハ
七
一
）
か
ら
安
政
七
年
（
万
延
元
年
一
八
六

八
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人をな O表 6 年 令 別人口構成※※  次の人通かこ）
太い ！ I 一一一 ｜に増口じつのま
線す！安政 2 年 ｜ 寛 政 12 年 ｜ ｜年でに常た村で
内 れ ！ i I 1一一一一： i ｜年令段階 ！令あつにがはの
はも ！合 ｜ 女 l 男｜ 合 女 l 男 ｜ ｜別るい女、し約
助前 ！一一一｜一一一；一一一卜一一一一一一！一一一｜一一一一－－1 の 。てが潰ば二
郷掲 ： 122 ＇ ワo I 52 I sg , 46 l 43 I 15 未満 ｜人 も 男 家 し百
課「 l 一一 一 ；＿ーー」 一 一一一一』一－i ｜口 殆のもば年
役宗 ！ 71 ; 3マI 34 I 72 i 3マI 35 I 15 ～24 i 構 ん数人 多間
負 門 l一一一一一L 二二L__'._ 二一二:__J ＿二二l 一一一｜成 どを刷 摩に
担人 ； ！” l 加 つ， I 10 I ｜を 変上改川家56 ー 24 I 32 I 40 21 I 19 I 25 ～34 I 別； ! I ,JL. I ~v ιl ,_.,I ｜見 動ま帳の数
可改 ：－一 ー一一l 一一「てご，－－~＝－一一てご「てナ一一一一「 る がわか氾は
能帳 ！ 55 I 2s I 2マl 49 1 25 I 24 I 35 ～44 I と なっら濫六
な」 i ー十 一 l一一一l一一 一一一一巴一一 i i次 く ては に七
年 に i 47 23 I 24 I s3 29 I 24 I 45 ～60 i の こ い 見 見軒
令 よ i一一一一－j-1 一 今←一一一－：－ート一一一一← l表 のたえ 舞変
の つ i 4o : 23 ! 1 62 30 32 I 61 以上 ｜の 二。出わ動
人 て i 一一； ー－：ー← 一一一←一一一斗一一－ i 如 百 せ れな
司作 r 391 i 205 ; 1s6 I 365 us 17 引合 計（ く 年な、し
o • I＿一一：－ ：一一－！一一一一一一一一」 一一－1 で 聞 かそに
しl l後家 ｜名主（2J I下男（3）下女性）名主（2Ji 1 あ に つ の 続
ち ：（乙） ｜百姓代1 ！年寄（4) f ；モ セ モ翠ど
~ I (Ill j出家信Ji I ~ す w 苦 ℃i i村役人i ! I ｜備考 ｜ か 江はい

l I (Z~I i I I I 三 戸少 る
1借家（2J I I I I I 十 時な
I I I I I 五 代く

｝＼ 

四

注
目
さ
れ
る
こ
と
は
全
部
が
本
百
姓
で
、
他
に
出
家
が
二
名
い
る
の
み
で

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
他
の
村
と
く
ら
べ
全
体
と
し
て
余
裕
が
あ
っ

た

と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

抱
奉
公
人
も
極
め
て
少
な
く
寛
政
十
二
年
に
下
女
十
二
才
、
十
六
才
、
十

八
才
、
七
十
四
才
の
四
名
と
下
男
二
十
一
才
、
二
十
三
才
、
十
六
才
の
三
名

の
み
で
、
安
政
二
年
に
は
一
名
も
存
在
し
な
か
っ
た
。

助
郷
課
役
の
負
担
可
能
な
年
令
を
十
五
才
以
上
六

O
才
ま
で
と
見
て
日
〉

寛
政
十
二
年
に
は
百
二
名
、
安
政
二
年
に
は
百
十
七
名
と
な
る
。

当
村
は
助
郷
制
定
当
初
か
ら
、
村
高
二
百
十
六
名
、
助
郷
高
二
百
二
十
八

石
で
、
定
助
郷
村
に
指
定
さ
れ
て
い
た
品
川
泊
ま
で
は
久
ケ
原
か
ら
大
井
村

を
経
て
東
海
道
を
通
り
宿
場
へ
行
っ
た
。
そ
の
聞
の
道
程
は
二
里
で
触
れ

留
は
矢
口
村
か
ら
受
け
て
鵜
木
村
へ
廻
し
て
い
た
。
触
れ
万
の
組
は
大
井

組
（
沼
）
で
あ
っ
た
。

次
に
示
す
の
は
「
品
川
宿
、
助
郷
人
馬
触
留
帳
」
で
、

宿
に
通
行
の
先
触

が
あ
っ
た
場
合
、
助
郷
人
足
の
召
集
を
こ
れ
で
知
ら
せ
た
訳
で
あ
る
。

覚

合
人
足
三
十
五
人

一

、

同

五

人

下
丸
子
村

右
は
明
二
日
勢
州
御
名
代
、
品
川
豊
前
守
様
御
上
御
奉
行
御
証
文
継
立

人
足
百
三
十
五
人

諸
往
還
御
先
触
有
之
侠

人
足
五
十
八
人

臨
時
御
用
四

人
足
三
十
八
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此七 右
状つ之

j一一一一一「←一一一丁一一一一一一一二一－ ~T. - i 村時通
I i阿；i士F士1問北加詰肌｜則 郷 ：品Jll'.fr ＇.数 1回｜ 下詰御 人 宿 人
i l月 t i J一←一7 一一i ｜ j一一一一一 i ! 江刻 通 足引足
l I ii 人足！馬；｜ 人足 ！馬 ｜人足｜馬 i人足馬 i数｜ 品印限行 百分弐

l天「一「一l一ト一l一「一一 r- i 川形 無 有 十 百1 1 : 123 I: 831 i 0: 3491 ¥ O' 4791' 014 ! F玄被遅之此八 十

i保 i2:! ss ! o'I 叫 of 吋 o, 2臼8： 判事日産高空割人 え
1 十 ：3 '. 144 i 5;: 1090 i 29 : 5811¥ 220 8197 75018 ［略屋早屋什弐

I ; I I I i I I I ＇－－＇ ペ々役、人i二 l4:1 122 1 9i! 910 ; 48 1 3184 / 372 i 4584 ：ワ88 119 / ~ II 田所助

I I 51 : 60 , 2, 1 454 1 14 i 1929 1 109 ! 2429 : 3091 7! 達江人
！年！611 47 1 o 1 372 1 d 17551 d 27 ワ7 01 9i 留御足

r ¥ ~ ，： ~！ o i 刻。！四601 o1 2326 1 01 ~ ！ A語尾
i I ' I : I I i ! i 2! 返被候
I in；η o  叫 01 叫 I : L i 却 成。
「11~「一十一十ーで「－－:T土［ 可候 右

! 1 111 ul j 311 487 : 21 1 2151 I 155 1 3357. 255 110 1 被 割
I 21! 12 マI111 1012 1 o' 4020 ！制 5777 i 0116 1 成 触

1 安 I II I 11 i ! I －~＇ ! I i 候之
i I 3!1 161 1 2 1 1199 1 16 / 64s7 1 11 司8379 .305 ll 7i 

：政 I 4!1 132! 9' 1 1061 1 65 1 2似 2nl 40 槌 i614 !161 以 り
i I! I if I I 1 寸 1 I ! 上プ

二 i5!1 73 1 0.1 600 O! 1451 ! 01 2451 ' Oill l 今

l年 i6il ベo'I 吋 o! 2叫判叫吋 s!

i I s11 71 0:1 55 : 01 692 ; 6o i 792 ; 160 1 11 

i 911 271 2,J 211 ! 18 1 1785 1 2s1 1 2290 : 35o J 2j郷 番勤休子 郷
I I I I I 負 安に番番村七人上

担政も のには月馬の
可二割助は阿以触表

が継行 相 るたる 五 るび能年当 郷い 年降留 7
あ立な対賃筈数。匹。そ年のて高っと急帳は
りてい 賃銭でで 年をこの令年る百たも激、助
安は、のは あ あ 間 負 の 家 は 令 こ石か前に下郷
政 お 相三継 るつお担一 族 十別とにら 年減 丸勤
年 定 対 種 立 。てよし O の五人に付で七少子を
間賃は類 て． 、そ た三負才 口な七 あ月す 」
は銭公が の そ十 戸名担 か構つ人 る かる に月
次 で 用 あ種 れ 二 三 に可 ら成て五。らのよ別
のあ以つ類 を回 r よ能六かい 分 九本はつに
如つ 外 たに 差で返っ年 十らる以 月年 、 て 集
くたの。よ 引 ある て 令才 同。上、 六品作 計
で。 継通 つ くる。六者ま年 に十月川成し
あお立常て とが ケをでの な月 ま 宿 し た
る 定て無無 もこ早月 差 の負 つにではたも

。 芸 i~ き ：任竺三 ~I 望号 室高富里 。宅
はつ継も そ柄 一 一割 v口当番勤

人とム年 た 立 の の弱 名 七合 でてでの
にかて 、 回者強の一名を 、が、方 掲
よらはお 数もの人 Q 、見 そあ七法
つ、、定 は一割足ニ 村る の る 月 で 品
て助宿賃 多切合と名役 と 際の以当 川
変郷側銭 く 含と馬で 人、 はは降下 宿
動ので、 なめな十あ及助 休 、 は 丸 助

浅惣
而 内 〆

品川宿下丸子村、助郷人馬月別勤表 7

品
川
宿
に
於
け
る
助
郷
課
役
ハ
安
斎
）

八
五
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表 8
！ 江 ！背

｜戸！場

! m 文 I ~ 1 長
l 、市｝乗

I 164 文｜ 邑iり
ト I ~－－： か
I I 川 i け

191 文 ！•-Z< I 

l一一一一土｜及

1 － ~~－ 1 ~J~ 
128 文 i 川 ｜疋

！崎

1~；－l1J~ 
i "' I I 95 文 1 崎［ ｜

（品川町史資）
料より作成

164 文
助
郷
が
触
れ
を
出
さ
れ
て
、
詰
宿
へ
到
着
す
る
時
刻
は
、
あ
け
六
つ
が
殆

ん
ど
（
切
で
あ
っ
た
。
現
在
の
時
刻
で
午
前
四
時
に
家
を
出
て
宿
場
へ
詰
め
、

宿
か
ら
川
崎
若
し
く
は
江
戸
へ
継
立
て
て
帰
っ
て
く
る
の
は
早
く
て
昼
八
ツ

半
乃
至
タ
七
ツ
時
で
あ
る
。
ど
う
見
て
も
一
日
分
の
仕
事
で
あ
る
。
そ
の
代

償
と
し
て
八

O
文
か
九
五
文
の
賃
金
が
支
払
わ
れ
た
訳
で
あ
る
。

こ
れ
を
当
時
の
諸
物
価
や
他
の
諸
賃
金
と
比
較
し
て
見
る
と

1

水
豆

腐

壱

箱

五

六

O
文

一
挺

三

O
文

油

揚

二

一

二

O
文

五
文

2 

士官
箱

一
枚

焼
ど
う
ふ
是
ま
で
の
通
り

一
枚

五
文

3 4 

大

工

子

間

賃

銀

四

匁

五

分

（
銭
に
換
作
す
る
と
四
九
五
文
）

左

官

手

間

賃

銀

五

匁

ハ
銭
に
換
算
す
る
と
五
五

O
文〉

主

人

足

三

O
C
文

5 6 

八
六

（「以
書
付
奉
願
上
候
」
に
よ
っ
て
作
成
）

品
川
町
史
中
巻
二
六
コ
一
頁

と
な
り
助
郷
一
日
分
の
賃
銭
は
大
工
、
左
官
の
五
分
一
に
も
足
り
ず
、
実
に

水
豆
腐
三
挺
分
の
値
段
と
同
額
で
あ
っ
た
。

以
上
は
正
人
馬
の
負
担
で
あ
る
が
、
其
の
他
金
銭
に
よ
る
負
担
の
事
実
を

知
ら
せ
る
文
書
（
幻
）
も
存
在
す
る
が
、
金
銭
負
担
に
つ
い
て
は
後
日
に
ゆ
ず

り
た
い
と
思
う
。

む

す

び

助
郷
制
度
の
目
的
は
、
宿
駅
継
立
て
の
補
助
機
関
と
し
て
近
隣
諸
村
か
ら

石
高
に
応
じ
て
人
馬
を
召
集
し
、
そ
の
課
役
を
加
勢
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
幕
末
に
及
ん
で
交
通
が
頻
繁
に
な
る
と
、
既
に
加
勢
す
る
補
助
機
関
か

ら
継
立
て
の
主
体
を
担
う
も
の
と
し
て
、
助
郷
は
交
通
上
切
り
離
せ
な
い
重

要
な
存
在
と
っ
て
来
た
。

反
面
宿
駅
は
継
立
て
の
事
務
に
関
す
る
こ
と
は
依
然
と
し
て
制
定
当
時
の

ま
ま
で
あ
る
と
は
言
え
、
所
要
人
馬
に
関
し
て
は
補
助
的
機
関
と
な
り
宿
、

助
郷
の
主
客
顛
倒
が
起
き
た
。

文
助
郷
村
を
新
た
に
指
定
す
る
場
合
も
、
多
摩
郡
の
諸
村
や
中
村
、
落
合

等
々
の
よ
う
に
人
馬
謀
役
に
は
到
底
耐
え
得
ら
れ
な
い
村
々
ま
で
も
指
定
し

て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
人
馬
を
集
め
る
の
が
目
的
で
は
な
く
、
人
馬
賃

銭
を
結
果
的
に
賦
課
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
も
助
郷
制
度
の
質

的
変
化
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
場
所
に
よ
っ
て
は
人
馬
の
供
給
源
か
ら
金
銭

の
供
給
源
へ
と
変
化
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
助
郷
制
度
の
こ
の
様
な
変
化

は
農
村
の
疲
弊
に
益
々
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

下
丸
子
村
で
は
「
自
己
の
持
田
に
酒
一
升
を
添
え
て
他
人
に
引
き
取
っ
て
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も
ら
い
、
少
し
で
も
自
己
の
持
高
を
少
な
く
し
よ
う
と
し
た
」
と
古
老
は
話

さ
れ
て
い
た
が
、
わ
ず
か
な
賃
金
で
人
馬
を
徴
発
さ
れ
、
そ
の
上
金
銭
ま
で

を
種
々
の
名
目
で
課
さ
れ
る
農
民
に
と
っ
て
、
そ
れ
程
ま
で
そ
の
負
担
は
苦

し
く
厳
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
極
め
て
雑
駁
で
は
あ
る
が
助
郷
負
担
を
追
求
し
て
数
的
に
と
ら
え
よ

う
と
試
み
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
研
究
不
足
や
資
料
不
足
の
た
め
充
分
満
足

が
得
ら
れ
ず
又
誤
り
も
多
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

尚
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
惜
し
み
な
い
協
力
と
示
唆
を
賜
っ
た
品
川
図

書
館
伊
藤
且
正
氏
及
び
史
料
を
借
覧
さ
せ
て
頂
い
た
平
川
氏
に
深
厚
な
る

謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

、王

（
1
）
「
（
前
略
）
御
伝
馬
起
立
之
儀
者
慶
長
六
丑
年
、
東
海
道
宿
々
一

同
駅
馬
ニ
被
仰
付
、
壱
宿
御
伝
馬
三
拾
六
匹
、
壱
疋
ニ
付
地
子
五
拾

坪
宛
千
八
百
坪
、
御
年
貢
御
高
役
御
免
被
仰
付
、
（
後
略
ご

l
南
名
主
御
用
留
｜
品
川
町
史
上
回
ゴ
三
頁

（
2
）
宿
々
助
郷
割
極
之
事

「
先
年
ハ
定
候
助
郷
無
之
、
宿
人
馬
ニ
而
不
足
之
時
は
宿
近
在
村
々
ヨ

リ
人
馬
雇
、
継
送
候
処
、
通
リ
モ
多
く
手
支
候

－
一
付
、
宿
々
願
出
、
元

禄
七
成
年
、
宿
々
助
郷
割
合
相
極
ル

但
、
先
年
八
定
助
、
大
助
八
相
分
リ
候
一問
、
定
助
村
ニ
而
、
不
足
之

時
ハ
大
助
江
触
当
候
処
、
亨
保
七
巴
年
、
右
大
助
名
目
相
止
、
村
々

打
込
定
助
ニ
定
ル
」

五
駅
便

覧

第

四

｜

品
川
町
史
上
五
一

O
頁

（

3
） 

品
川
宿
に
於
け
る
助
郷
課
役
（
安
斎
〉

（
4
）
世
田
谷
区
史
八
七
九
頁

（
5
）
児
玉
幸
多
『
近
世
宿
駅
制
度
の
研
究
』
二
九
六
頁

（
6
）
本
書
は
明
治
コ
一
二
年
発
行
の
東
京
府
八
郡
の
古
事
来
歴
に
関
す
る

文
書
を
抜
抄
し
編
集
し
た
も
の
で
巻

一
、
二
は
品
川
に
関
す
る
も
の

が
多
い
。
編
者
平
林
九
兵
衛
氏
は
品
川
に
関
す
る
古
文
書
の
所
蔵
家

で
本
書
は
郷
土
の
沿
草
に
関
す
る
文
書
な
ど
紙
魚
の
巣
市
屈
と
な
り
或

い
は
腐
朽
し
て
渥
滅
す
ろ
こ
と
を
憂
い
て
編
し
た
と
そ
の
緒
で
述
べ

て
い
る
。

（
？
）
日
本
財
政
経
済
史
料
（
巻
一
四
六
一
頁
）

（
8
〉
文
政
六
年
の
御
用
留
に

「
東
海
道
筋
宿
々
囲
人
馬
之
儀
、
安
永
四
未
年
品
川
宿
J
申
立
候
趣

札
之
上
、
ゴ
一
拾
人
・
弐
拾
匹
之
積
り
申
付
、
其
段
同
宿
J
先
々
可
・
甲

通
旨
申
渡
候
」
品
川
町
史
上
四
三
セ
頁

（
9
）
駅
逓
志
稿
二
八
八
頁

（
叩
）
「
人
足
三
拾
人
、
馬
弐
拾
匹
、
囲
人
馬
之
儀
宿
方
書
留
写
書
上
」

（
品
川
町
史
上
四
三
九
頁
）

（
日
〉
黒
羽
兵
治
郎
著
「
近
世
交
通
史
研
究
』
一
九
頁

（
ロ
）
児
玉
幸
多
著
『
近
世
宿
駅
制
度
の
研
究
』
一
一
一
一
九
頁

（
臼
）
高
橋
源

一
郎
編
『
式
蔵
野
歴
史
地
理
』
第
三
冊
七
七
頁

（M
H

）
途
中
短
期
間
大
名
領
に
組
入
れ
ら
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
詳

ら
か
で
な
い
。

（
日
）
現
在
で
も
こ
の
地
の
人
々
は
平
川
氏
を
か
だ
ん
な
様
4

と
よ
ん
で

い
る
。

ハ
日
〉
平
川
家
文
書
（
大
田
区
下
丸
子
町
四
六
四
平
川
幾
次
郎
氏
旧
蔵
文

八
七
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法
政
史
学

第
一
七
号

書
）
以
下
平
川
家
文
書
と
あ
る
は
右
の
文
書
を
指
す
。

（
口
）
大
山
敷
太
郎
著
『
日
本
交
通
史
研
究
』
そ
の
他
児
玉
幸
多
若
『
近

世
農
民
生
活
史
』
の
中
で
も
そ
の
年
令
の
範
囲
を
二
十
才
か
ら
五
十

t
ま
で
と
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
が
実
際
問
題
と
し
て
負
担
が
増
加
す

る
と
そ
れ
の
み
で
は
不
可
能
に
な
る
か
ら
年
令
の
幅
を
広
げ
ざ
る
を

得
な
い

と
思
う
。
従
っ
て
十
五
才
か
ら
六
十
才
位
ま
で
が
妥
当
な
年

令
の
幅
と
考
え
ら
れ
る。

（
日
）

品

川
宿
で
は
触
れ
方
の
方
法
と
し
て
全
助
郷
村
を
五
組
に
分
け
最

初
の
村
の
名
を
と
っ

て
そ

の
組
名
と
し
た
。

（
凶
）
「
品
川
宿
助
人
馬
触
留
帳
」

天
保
十
二
年
五
月
吉
日

平
川
家
文
書

平
川
家
文
書

「
品
川
宿
助
郷
馬
役
賃
銭
割
合
帳
」

平
川
文
書
其
の
他
。

（
却
）

（
幻
）

政

史

学

第

十

五

分

史

学

科

創

設

十

五

年

記

念

特

集

l
ll

日

次

l
i
t

記
念
号
発
刊
に
当
っ
て
：
：
・
：
j
i
－－：
：
：
：
：
：
竹
内

熱
田
社
の
起
源
に
つ
い
て
：
：
：

J
i
－－－－

j
i
－
－
前
川

中
世
仏
教
と
武
士
と
の
関
係

－

1
1
円
覚
寺
所
領
を
め
ぐ
っ
て

l
l－
－
－
富
塚

嶺
上
之
証
人
衆
跡
私
考
：：

j
i
－－：：

j
i
－－・：
石

渡

大
友
氏
家
臣
団
に
つ
い
て
の
一
考
察

l
i加
判
衆
考
察

の

問

題

点

：

：

：

芥

川

法

明 直

久 良

l径智

之 夫

二三~－

世

男

四

／＼ 

／＼ 

秀
吉
の
小
田
原
城
攻
略
に
関
す
る
古
文
書
に
つ
い
て
l

i特
に
福
井
県
丹
生

郡
越
廼
村
法
雲
寺
の
古
文
書
党
中
心
に
！

・：

坪

内

汗

：

・

五
間

近
世
に
お
け
る
讃
岐
金
毘
羅
門
前
町
の
研
究
・
：
土

居

光

子

・：

五
八

川
越
藩
に
お
け
る
三
宮
の
新
田
開
発
l
！

土
地
構
成
と

そ
の
後
の
階
層
文
化
l

i
－－：：

j

i
－
－
永
浜
先
義
：
・

七

O

関
東
農
村
に
お
け
る
寛
文
延
宝
検
地
に
つ

い
て
1
1

武
州
榛
沢
郡

荒
川
村
の
場
合
：：：－

j
i
－－－：

j
i
－－
青

木

良

子

：

八

五

点
享
元
年
の
津
軽
藩
の
検
地
に
つ
い
て
：
：
：
・
：
花
田
義
弘
・
：
一

O
三

『
暦
象
新
書
』
の
研
究
1

i
l
主
と
し
て

そ
の
物
理
学
に
つ
い
て
l
il
－
－
・
：
：
：
：
大
森
実
・
：
一
一
四

江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
宿
駅
の
実
態
1
1

1

日
光
例
幣
使
街
道
柴
宿

及
び
八
木
宿
を
中
心
と
し
て

l
i
－－－

j
i
－
－
－
丹
治
健
蔵
：
・
一
二
七

化
政
期
に
お
け
る
会
津
藩
の
江
戸
湾
防
備
：
：
：
高
橋

令

治
・
：
一
四
五

徳
川
昭
武
の
渡
欧
と

仏
国
博
覧
会
出
品
の
意
義
：・：
；
；
：
：
：
黒

江

俊
子
・
：
一
五
九

士
族
援
産
の
一
考
察
l
l静
岡
県
牧
野
原
の

開
懇
に
つ
い
て
l

i
l
－－
；：
：
j
i
－
－
：
・
：
中
山
道
生
・
：
一
七
二

明
治
初
期
の
樺
太
問
題
と
政
府
要
路
：
：
：
：
：
：
安
岡
昭
男
：
・
一
八
二

国
立
銀
行
と
為
替
業
務
l
l
第
百
悶
立
銀
行
を

中
心
と
し
て

l
l－－
：
：
：
：
：
：
：
：：
：
：

新

井

挟

博

・
：
一
九
七

紫
浜
会
の
政
治
思
想
1

1

明
治
一

0
年
代
の

保
守
主
義
政
党

i
l
－－j

i
－－：
：
：
；
：
新
藤
東
洋
男
・
：
二

O
九

板
沢
武
雄
先
生
追
悼
j

i
－－・：：：：：－

j

i
－
－
丸
山
忠
綱
・
：
二
二
二

略
年
譜
・
：
－

j
i
－－：：：：

j
i
－－：：・

j
i
－－：：－

j
i
－
－
－
：
二
三
六

著
書

・
論
文
目
録
：
：
：
：
：
：
j
i
－－－
j
i
－－：
：
；－

J
J
・－：：
二
四
二

発
表
要回
目
（
大
会

・
例
会

・
大
学
院
〉
j
i
－－：
：

二

五

二

会
報
・
学
内
消
息
：
・

j

i
－－：・

j
i
－－：－

J
J
・

－

：

一

七

一

九五
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